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１． 研究課題 

2020 年 10 月 26 日に政府が「2050 年脱炭素社会実現」を宣言したことにより、ZEB（ネッ

ト・ゼロ・エネルギー・ビル）の役割はさらに重要性を増しています。また、2021 年に閣

議決定された第 6 次エネルギー基本計画においても、ZEB は重要課題の一つとして位置づ

けられました。さらに、2025 年 2 月に策定された第 7 次エネルギー基本計画においても、

ZEB の推進が明記されています。資源エネルギー庁の「ZEB ロードマップフォローアップ

委員会」（委員長：田辺新一）では、ZEB の定義とともに、その進捗状況のフォローアップ

が継続的に行われています。本研究の目的は、ネット・ゼロ・エネルギービル（ZEB）およ

びネット・ゼロ・エネルギーハウス（ZEH）を実現するための省エネルギー手法や再生可

能エネルギー活用技術に関する研究開発を行うことです。特に、建築物の計画段階から運

用段階に至るまでの一連の省エネルギー対策について、定量的に検証することを目的とし

ています。具体的には、オフィス、公共施設、住宅など様々な用途の空間を対象とし、設

計検討、実測調査、実験的検証を通じてエネルギーの有効利用手法を探求します。また、

空調、換気、照明に関する省エネルギー手法や、熱源システムの最適化についても検討を

進めます。さらに、デシカント空調、パーソナル空調、放射冷暖房などの新たな空調シス

テムに関しても研究対象とし、より環境負荷の小さな空調・換気システムの実現を目指し

ます。加えて、近年注目されているライフサイクル全体での環境負荷低減の観点から、建

築材料などに関わるエンボディド・カーボン（Embodied Carbon）についても取り扱い、総

合的な低炭素化に寄与する知見を得ることを目指します。 

 

２． 主な研究成果 

2.1 オフィスビルにおける ZEB実現の検討及び計画 

2.2 施設園芸分野における ZEG定義の研究 

2.3 WLC(ホールライフカーボン)に関する研究 
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・ 新田和紀、内山祐樹、鵜飼真成、木村健太郎、清水昭浩、田辺新一、エネルギー自立型サステ

ィナブル研究施設の計画と実証評価（第 37 報）夏季および冬季オフィスにおけるプレザント

ネスに基づく熱的快適性評価、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.129-

133、2024.9 

・ 久保井大輔、宮嶋裕基、萩谷玲香、鵜飼真成、仲西亮、丸山英寿、田辺新一、脱炭素社会実現

のための既存建築物改修時の外皮性能向上効果に関する研究（第 1 報）研究概要および ZEB 

改修技術動向、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.221-224、2024.9 

・ 宮嶋裕基、久保井大輔、萩谷玲香、鵜飼真成、仲西亮、丸山英寿、田辺新一、脱炭素社会実現

のための既存建築物改修時の外皮性能向上効果に関する研究（第 2 報）ZEB 改修前の温熱環

境実測とアンケート調査、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.225-228、

2024.9 

・ 丸山英寿、鵜飼真成、仲西亮、久保井大輔、宮嶋裕基、萩谷玲香、田辺新一、脱炭素社会実現



のための既存建築物改修時の外皮性能向上効果に関する研究（第 3 報）シミュレーションによ

る効果検討、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.229-232、2024.9 

・ 仲西亮、鵜飼真成、丸山英寿、久保井大輔、宮嶋裕基、萩谷玲香、田辺新一、脱炭素社会実現

のための既存建築物改修時の外皮性能向上効果に関する研究（第 4 報）3D 点群データと AR 

を活用した改修効果の見える化、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.233-

236、2024.9 

・ 菅野颯馬、石森貴也、石井雅久、藤本悠、林康弘、田辺新一、温室および農場のゼロ・エネル

ギー化に関する研究、第 3 報 ZEG 評価に向けた温室のエネルギーシミュレータの開発、 空

気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.281-284、2024.9 

・ 鈴木晶子、渡邊百花、金ジョンミン、秋元瑞穂、富田奈歩、田辺新一、柏原誠一、千葉陽輔、

渡辺直哉、動的 CO2 排出係数を考慮した既存戸建住宅における脱炭素化手法の評価、空気調

和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.389-392、2024.9 

・ 堀野桜子、松尾和弥、菅野颯馬、兒玉花朋、下山千明、仲野潤平、髙野智希、石井雅久、田辺

新一、屋内植物の蒸散量の推定手法に関する研究（第 1 報）室内環境計測に基づく算出手法の

検討、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.497-500、2024.9 

・ 松尾和弥、堀野桜子、菅野颯馬、兒玉花朋、下山千明、仲野潤平、髙野智希、石井雅久、田辺

新一、屋内植物の蒸散量の推定手法に関する研究（第 2 報）3D モデルと光環境解析を用いた

手法の検討、空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.501-504、2024.9 

・ 平須賀信洋、羽島大輔、中村駿介、諫早俊樹、吉田昇平、飯田隆義、小林大樹、川野裕希、新

藤幹、田辺新一、ZEB＋（ゼブプラス）関連技術を結集した実証棟の設計及び運用検証（第 20 

報）国際基準に基づいた空調衛生設備のエンボディドカーボンの算出、空気調和・衛生工学会

大会学術講演論文集、第 10 巻 pp.549-552、2024.9 

 

【国際学会】 

 Hikari Harasaki, Kanari Hirama, Yuta Fukawa, Toshiki Shinno, Jun Nakagawa, Shinichi Tanabe, ower-

Saving Menus in Preparation for Winter Power Shortages Considering Diversity of Housing Performance 

and Residents' Lifestyles, Indoor Air 2024, 2024 

 Kanta Amada, Yiming Xiang, Lei Fang, Shin-ichi Tanabe, Pawel Wargocki, Calculating Clean Air 

Delivery Rate Based on Perceived Air Quality, Indoor Air 2024, 2024 

 Momoka WATANABE, Jungmin KIM, Minayo IMAI, Mizuho AKIMOTO, Seiichi, KASHIHARA, 

Yosuke CHIBA, Naoya WATANABE, Shin-ichi TANABE, Modelling and optimization of PV and BT for 

a net zero energy renovated multi-residential building: A case study in Japan, Indoor Air 2024, 2024 

 

５． 研究活動の課題と展望 

政府が 2050 年脱炭素社会の実現を宣言したことにより、ゼロ・エネルギービル（ZEB）やゼロ・

エネルギーハウス（ZEH）に対する社会的関心はこれまで以上に高まっています。これを受けて、

エネルギー政策の中核をなす第 7 次エネルギー基本計画も閣議決定され、建築分野における省エネ

ルギー化および再生可能エネルギーの積極的な導入が重要施策として位置づけられました。今後は、

ZEB および ZEH の実現に向けた研究活動をさらに加速させ、省エネルギー技術や環境負荷低減技

術の開発・実証を一層推進する予定です。また、計画段階から運用段階に至るまで、建築物全体の

エネルギーマネジメントに関する知見の深化を図り、持続可能な脱炭素社会の実現に貢献します。 


